
皆様こんにちは。

立春の昨日は春一番にはなりませんでしたが、

暖かい南風に春を感じたのもつかの間、夜には冷

たい北風に変わりまだまだ冬なのだと実感させら

れました。

9日の剣道大会に向けて、剣士の方は練習を重

ねていることと思います。ご都合の付く方は是非、

光ヶ丘中学校まで足をお運び下さい。

今月2日3日、ライラセミナーが開催され、当ク

ラブからは關口会員と岡田勝久会員が参加して下

さいました。後ほど感想をお聞きしたいと思って

います。

本日の卓話には地区の会員増強・維持拡大委員

会から委員長の櫻井守様がお越し下さいました。

昨年の小林年度の勢いをそのまま引き継ぎ、会員

増強に努める所存ではございましたが、あと半年

を切った今、改めて仲間づくりに力を入れて成果

を出したいと思っています。

地区での取り組みや他クラブの現状などお聞かせ

いただけると思っています。

まだまだインフルエンザへの罹患情報が入って

きます。手洗いうがいなど予防に努め、かかって

しまった時には無理せず十分な休養を取りましょ

う。

とても綺麗なハート形のリースを山口会員が手

作りして下さいました。３匹の子豚もハートを胸

に抱いています。そしてもうすぐひな祭りです。

古谷会員がお雛様を作っ

て下さいました。毎回の

折り紙楽しみです。
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柏南ロータリークラブ 会報

第 39代 会長 岡田尚子 幹事 荒木知太朗

国際ロータリークラブ 第2790地区 創立：1981年2月10日承認：1981年3月2日

四つのテスト
言行はこれに照らしてから

１ 真実かどうか
２ みんなに公平か
３ 好意と友情を深めるか
４ みんなのためになるかどうか

第１８０３回２０１９年２月５日 (火曜日)

例会欠席の場合は前週土曜日までに必ず事務局へ

連絡をお願いします。 こちらのメールアドレスへ

ご一報ください。

ckmrc@io.ocn.ne.jp

ロータリーの行動規範

ロータリアンとして、 私は以下のように行動する。

１．個人として、また事業において、 高潔さと、高い倫理基準をもって 行動する。

２．取引のすべてにおいて公正に努め、 相手とその職業に対して尊重の念をもって接する。

３．自分の職業スキルを生かして、 若い人々の質を高める。

４．ロータリーやほかのロータリアン の評判を落とすような言動は避ける。

例会日 会員数 出席 出席率に用いる数 ％

２月５日 ３９ ２４ ２ 64.8

場所：れいたくキャンパスプラザ B会場

会長挨拶

例会報告

ワンコインニコニコ ５,４０１円

浅野 了 浅野 繁 荒木知太朗 池田 孝 井畑和士
今井 昇 大内 啓 岡田勝久 岡田尚子 片岡達生
小髙 潔 小林義和 小林 亘 斎藤由紀 櫻井好美
關口和行 園邊 哲 高橋 薫 竹村隆一郎 妻島不三二
鴇田和之 戸部謹爾 友野俊政 中島恵里 仲原一郎
猫田岳治 服部秀雄 福田理佳 古谷桂子 宮 寛
宮本邦雄 森 秀樹 八木和男 山川真哉 山口修代
山崎康弘 山本昭彦 吉川末満 米谷昌紀

出席 ﾒｰｷｬｯﾌﾟ 出席免除
ｹﾞｽﾄ 櫻井守様 ヴィ・ズィ・リン様

お祝い事

第42回RYLAセミナー

2月2日、3日の2日間、南房総市で開催された第42回RYLAセミナーに当クラブから關口会員、

岡田会員が参加しました。初参加の岡田会員の感想をお届けします。

会員誕生日：荒木知太朗 小林亘

ご家族誕生日：今井昇 小林義和 戸部謹爾 古谷桂子

ご結婚記念日：今井昇 關口和行 竹村隆一郎

本日のゲスト

RYLAセミナーは14歳から30歳までの将来指導者になる資質を持った若者たちに、スキルと人

格を養いながら、奉仕・道徳・平和といったロータリーの価値観を学ぶ機会を提供することを目的

にしています。

今回、1泊2日のセミナーの中で2度歩行ラリーを行いました。グループ、ペア間のコミュニケー

ション、チームワーク、失敗からの学び、改善を自発的に行う事で、各々が気づいた点や学んだ点

を共有する事ができ、仕事や学生生活等の日常で起こる様々な課題の解決に活かせる体験ができた

事と思います。

私自身も日頃の思い込みや慣れに対して、改めて見直すきっかけとなり、青空の下、素晴らしい

体験ができました。なにより楽しい2日間を過ごせた事に感謝です。

千葉RC櫻井守様 ヴィ・ズィ・リン君



＜本日の卓話＞ 地区 会員増強 維持拡大委員会委員長 櫻井守様 ２．生涯の友人・仲間ができる・・70.0％ 〃

３．自己研鑽と学習・成長の機会・・55.1％ 〃

４．例会が楽しい・・52.3％ 〃

５．奉仕活動ができる・・40.0％ 〃

６．心からの親睦が得られる・・37.5％ 〃

７．奉仕の理念を信奉している・・23.9％ 〃

８．ビジネスに活用できる・・17.4％ 〃

９．世界の仲間とつながっている・・13.5％ 〃

10．リーダーシップを発揮できる・・9.3％ 〃

11．世界的問題の解決に貢献できる・・8.0％ 〃

12．寄付が有効活用できる・・・6.9％ 〃

これらはロータリーの魅力であり、ロータリー入会の

メリットとして勧誘に活用できます。

■あらためて退会の理由を整理してみましょう。

・つまらなくなった・人間関係を築けなかった

・なじめない ・歓迎されていない・重要だと思われて

いない・クラブ指導者やクラブ運営に不満・年齢・

家族・転勤・退職・経済的理由・活動がマンネリに

なった・派閥、飽き、意見対立、けんか・現在クラ

ブでおこなっていることに関心がない・自分の健康

上の問題

会員維持は、こうした退会の理由をなくすことにあ

ります。

■会員維持にはロータリー在籍年数別の対策が必要で

す。

【新会員】

・入会時のオリエンテーション・本人に合ったプロジェ

クトに参加・同好会／勉強会／飲み会

【3－10年】

・だんだん面白くなる⇔派閥？飽き？退職？意見対立

・役職が楽しければ、面倒なことも自分でやる→クラ

ブの指導的役割・地区のセミナー・RLI・地区の委員

【10年以上（ベテラン）】

・運営に不満、関心がない、面白くない、家族の事

情、健康上の問題、

退職、経済的理由→クラブの委員長で再チャレンジ／

地区の委員会／同好会を主催／年会費の変更

■まとめ：会員を維持するには？

【維持＝クラブの充実、活性化が不可欠】

奉仕活動・親睦を図る・例会の充実・勉強会・炉辺会

合・地区、世界、家族

【防 止】

出席率の向上・健康・居場所・お誘い・声かけ

⇒楽しい例会の運営・細かに気をかける温かさが必要

丁寧な在籍年数別のケア（仕組み）

最後に、今日私が言いたいことをもう一度繰り返し

ます。会員増強は、会長が増強への思いをどれだけ強

く抱けるかその強い思いを会員

すべてで共有することが大切で

す。会員増強はクラブと会長の

最重要課題です。

幹事報告

●ロータリー手帳 希望者は事務局又は幹事までお願

いします。

●【回覧】「平和と紛争予防/紛争解決月間 リソース

のご案内」・「出版物リニューアルのご案内」

●４月１７日（水）１１Ｇ合同例会

アトラクション参加に関するアンケートのご回答をよ

ろしくお願いします。

●下期会費納入のお知らせをFAXしております。銀行

振込にてお支払い下さいますようお願いします。

今後の予定

２月９日（土）光ケ丘地区青少協主催剣道大会

（当クラブ協賛）光ケ丘中学校 8:00～12:00

２月12日（火）親睦夜間例会 （創立記念例会）

場所ｸﾞﾗﾝﾊﾟｰｸﾎﾃﾙ ｻﾞ･ﾙｸｿｰ南柏

18：00点鐘会費3,500円

※例会前ゴルフ 廣池学園ショートコースで開催

2月19日（火）通常例会 サービスランチ

2月26日（火）振替休会

2月27日（水）ＩＭ ザ・クレストホテル柏

12：00集合/食事13：00点鐘

３月１２日（火）クラブ協議会 ※次年度組織図

３月２６日（火）観桜例会 廣池学園ｷｬﾝﾊﾟｽﾌﾟﾗｻﾞ

４月１７日（水）11Ｇ合同例会ザ・クレストホテル柏

５月１４日（火）～１５日（水）親睦旅行 鬼怒川温泉

６月２５日（火）交替式 ザ・クレストホテル柏

本年度地区会員増強・維持拡大委員長を務めさせて

いただきます、千葉ロータリークラブ所属の櫻井守で

す。どうぞよろしくお願いいたします。

まず、委員会の名称が昨年までの「会員増強・退会

防止委員会」から「会員増強・維持拡大委員会」に変

わりました。

会員増強の3つの要素は、①新会員の勧誘、②現会員

の維持、および③新クラブの結成です。

長らく減り続けてきたロータリアンの数は、2013

年に底を打った後は少しずつですが増加に転じており

ます。11月末の会員数を見ますと、世界のロータリア

ン数は1,212,098人、日本は90,228人、我が2790

地区は2,903人となっております。

会員増強はなぜ必要なのでしょうか？

外部環境

・日本の会員減少（３ゾーンの維持）・ロータリーの

広報・ＲＩからの増強の指示・女性会員の要求

・他の会との競争・ＣＯＬからの期待

・上部からの目標

内部要因

・ロータリーの為に・クラブの為に

・本人（入会候補者）の為に

会員増強は、組織を維持して行くためには欠かせま

せん。増強によりクラブを維持し活性化していかなけ

ればなりません。何もしなければ自然減などで毎年5

%～10％の会員減少がありいずれ消滅してしまうこと

でしょう。会員増強は、クラブと会長の最重要課題で

す。会長が増強への思いを強く決意して方針を掲げ、

その思いをクラブの会員すべてで共有すること大切で

す。クラブの発展は、会員を増やすことにほかなりま

せん。

クラブ会員増強委員会の役割は、この「会長の思い」

をクラブの会員に共有させることです。また会長から

増強への方針が出ていないときには、増強委員長が会

長に働きかけ決意してもらうことです。

会長が増強に対して「強い決意」をどれだけ強く抱け

るかにかかってきます。そして会員増強委員会が、全

会員一人一人に勧誘する責務があることをクラブ内に

浸透させること。これが一番重要です。ロータリーの

友、2017年の11月号に日本のロータリー100周年実

行委員会のアンケート調査の結果が載っていました。

そこに、クラブが直面している課題で、会員について

の回答結果がありました。

１．会員の高齢化・・・52.9％のクラブが回答

２．会員の減少・・・52.8％ 〃

３．会員候補者不在・・・28.5％ 〃

４．例会出席率低下・・・26.3％ 〃

５．会員間の意識の違い・・・21.8％ 〃

６．女性会員未入会・・・16.2％ 〃

７．その他・・・8.8％ 〃

この結果を見るといずれも会員増強にかかわりがあ

る問題で、高齢化、会員維持、例会運営に苦慮し、研

修不足から来る会員間の意識に開きあり、また女性会

員に対する根強いアレルギーが見て取れます。

橋岡ガバナー年度では、2名あるいは10％純増のい

ずれかを目標とすることを推奨し、特に女性会員と30

歳代の若い会員の参加を推進するとしております。女

性の会員比率は、日本では未だ6.44％でしかありませ

ん。世界では22.22％となっております。当地区は6.8

2%となっております。

当地区の女性が在籍するクラブ数は73.5％、83クラ

ブ中61クラブに女性が在籍しております。

また当地区の40歳未満の若い会員の在籍率は、わずか

0.6％、17名でしかありません。女性会員と並んでま

だまだ開拓の余地があるかと思われます。

若い会員の増強については、2016年規定審議会にて

導入されたクラブ運営の柔軟性、クラブの自由裁量権

の拡大を最大限に活用し時代に即したクラブ運営が可

能となりました。

■クラブ運営の見直し

・例会数を減らした／入会金の減額、廃止／会費の

値下げ／例会時間の見直し・奉仕活動の再検討

・例会内容の見直し・楽しい雰囲気作り

・勉強の機会を増やす・お互いを知る機会を増やす

会員維持

会員増強は、新会員を入会させただけで終わりではあ

りません。会員維持は、増強以上に重要です。

■会員がクラブを続ける理由は何でしょう？（ロータ

リーの友2017.11月号）

１．異業種交流が出来る・・70.7％のクラブが回答

本日の卓話

櫻井守様


